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対応機種�

セット内容�
まず最初にセット内容をご確認ください。�

仕　様�

※仕様及び外観は改良のため、予告なく変更することがありますがご了承ください。�
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ハッコー950は、下記のステーションと組み合わせてお使いください。�
ハッコー700、701、926、927、928、936、937

消費電力�

品名� ハッコー950
品番� Ｃ1310

ＡＣ24Ｖ 50Ｗ�
200～400℃�制御温度�
2Ω以下�こて先アース間抵抗�
2ｍＶ以下（代表値：0.6ｍＶ）�漏れ電圧�
セラミックヒーター�ヒーター�
1.2ｍ�コード長さ�
186ｍｍ�全長（コードを除く）�
93ｇ�重量（コードを除く）�

配線図�

ツイーザー�

注意シール� 耐熱パッド�

チップアライメントツール�

ツイーザー�
注意シール�
耐熱パッド�
チップアライメントツール�
取扱説明書�
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安全及び取扱い上のご注意�

警　告�

警　告�

注　意�

この説明書では､注意事項を下記のように｢警告｣｢注意｣の2つに区分して表示しています｡�
内容をよく理解されてから本文をお読みください。�

：誤った取扱いをすると､人が死亡または重傷を負う可能性が想定�
　される内容を示しています。�
：誤った取扱いをすると､人が傷害を負う可能性が想定される内容�
　および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。�

●安全のため以下の注意事項を必ず守ってください。�

●本書に記述されていない用途で使用しない。�
●初めてお使いになる前に必ずこて先温度を校正する。�
●絶対に400℃以上に設定しない。�
●はんだかすを取るために､こてを作業台に打ちつけるなど強い衝撃を　
与えない。�
●本品を改造しない。�
●交換部品には､純正部品を使用する。�
●水につけたりぬれた手で使用しない。�
●はんだ付けする際､煙が発生しますので､よく換気をする。�
●コードの抜き差しはプラグを持って行う。�
●その他危険と思われる行為は行わないでください。�

●事故や故障につながりますので､以下の注意事項を必ず守ってください。�

電源を入れると､こて先温度は200～400˚Cの高温に達します。�
取扱いを誤ると､やけど･火災の恐れがありますので､以下の注意�
事項を必ず守ってください。�

●こて先周辺の金属部分に触れない。�
●燃えやすいものの近くで使用しない。�
●周囲の人に｢高温につき危険である｣ことを知らせる。�
●使用を中断･終了する時や､その場を離れる時は電源を切る。�
●部品交換時や収納時は必ず電源を切り､十分に冷えたことを確認する。�

注　意�

部品リスト（こて先）�

� Ａの寸法� 形状�品番�
チップ用� 1mm

2mm

8mm
10mm
13mm
18mm
20mm
25mm

A1379
品名�

こて先/ＣＨＩＰ  1Ｌ型�
こて先/ＣＨＩＰ  2Ｌ型�

こて先/SOＰ   8Ｌ型�
こて先/SOＰ 10Ｌ型�
こて先/SOＰ 13Ｌ型�
こて先/SOＰ 18Ｌ型�
こて先/SOＰ 20Ｌ型�
こて先/SOＰ 25Ｌ型�

SOP用�

A1378

A1380
A1381
A1382
A1383
A1384
A1385

A

A
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Parts List (Tweezer/Iron Holder)

Note: Spare or repair parts do not include mounting
          screws, if they are not listed on the description.
          Screws must be ordered separately.

Item No. Part No. Part Name Description

1 Tip See    P.13

2 A1377 Heating Element 24V-50W (25W x 2)

3 B2289 Nipple

4 B2290 Terminal

5 B2295 Tension Spring

6 B2292 Handle A

7 B2294 Handle B

8 B2291 Handle Cover A

9 B2293 Handle Cover B

10 B2296 Strut Pin

11 B2097 Cord Asse`y

12 B2032 Grounding Spring

13 C1313 Iron Holder With Cleaning Sponge

14 A1386 Cleaning Sponge

15 B2300 Heat Resistance Pad

16 B2301 Tip Alignment Tool

4

1

1

2

2

3

3

4

5

6

7

8

9

11

15

16

13

14
5

10

12

六角ナット�
（Ｍ3）1ヶ�

なべねじ�
（Ｍ3×14）1ヶ�
スプリングワッシャ�
（Ｍ3）1ヶ�

タッピンねじ�
（Ｍ3×8）2ヶ�

3

各部説明�

組み立て�

グリップＢ�

グリップＡ�

ニップル�

こて先�

プラグ�

接続コード�

1 ステーションに�
　注意シールを貼る�

ハッコー950は、400℃以上で使用できませ
ん。誤って400℃以上に設定するとステーシ
ョンが故障する恐れがあります。�

2 耐熱パッドを取り付ける�

耐熱パッドの穴に接続コードのプラグを通し
ます。�
耐熱パッドは、こて先交換時に使用します。�

注意シールをステーションのパネルの前�
または上などよく目立つところに�
貼ってください。�

ハッコー701・926・�
　　　　936・928用�

ダイヤル式ステーション専用�
温度目盛りの上に�
貼ってください。�

ハッコー700用�

400

480

450
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部品リスト（ツイーザー/こて台）�
※取り付けねじは下記の部品表とは別に注文してください。�

番号� 品番� 部品名� 仕様�

1 � こて先� Ｐ.13参照�

2 A1377 ヒーター� 24Ｖ-50Ｗ（25Ｗ×2本）�

3 B2289 ニップル� �

4 B2290 ターミナル� �

5 B2295 テンションスプリング� �

6 B2292 グリップＡ� �

7 B2294 グリップＢ� �

8 B2291 グリップカバーＡ� �

9 B2293 グリップカバーＢ� �

10 B2296 支柱ピン� �

11 B2297 接続コード� �

12 B2032 アーススプリング� �

13 C1313 こて台� クリーニングスポンジ付�

14 A1386 クリーニングスポンジ� �

15 B2300 耐熱パッド� �

16 B2301 チップアライメントツール��

4

1

1

2

2

3

3

4

12

6

7

8

9

11

15

16

13

14
5

10

12

Hexagon Nut
M 3 (1)

Pan Head Screw
M 3 x 14 (1)
Spring Washer
M 3 (1)

Tapping Screw
M 3 x 8 (2)

411

3 こて台�
ハッコー950専用こて台はオプションです。�
（品番：Ｃ1313）�

注　意�

本品は圧縮タイプのスポンジを使用しています。�
水にぬらすと膨張します。必ずスポンジをぬらしてお
使いください。�
そのまま使用すると大切なこて先をだめにしてしまうこ
とがあります。�

※スポンジ(大)だけ(クリーニングスポンジ(小)�
　と水を入れないで)でもお使いになれます。�

1.クリーニングスポンジ(小）を水にぬらし　
　て固くしぼり、こて台ベースの4つの穴　
　のどれかに入れます。�
2.図のように水を適量入れます。�
　スポンジ(小)が水を吸い上げ､スポンジ(大)
　はいつも湿った状態を保てます。�
3.スポンジ(大)を水にぬらし､こて台ベース
　に置きます。�

4 接続�
1.プラグをレセプタクルに接続します。�
2.ハッコー950をこて台に置きます。�
3.電源プラグをコンセントに差し込みます。
　必ず接地してご使用ください。電源コー
　ドが2芯の場合は、本体後部のアースター
　ミナルにアース線をつないで接地してく
　ださい。�

5 校正�
お使いになる前に必ずステーションの校正
を行ってください。（ステーションの取扱説
明書を参照）�
※こて先温度の測定は、ハッコー191こて先
　温度計かハッコー192テスターをお使い
　ください。ＳＯＰのこて先温度を校正する
　場合、こて先の端をハッコー191、192の
　測温部に当ててください。�

レセプタクル�

合わす�

しっかりと締める�

チップ用こて先�

ＳＯＰ用こて先�



こて先の交換方法/こて先の種類�
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こて先の交換方法�

こて先の種類（Ｐ.13を参照）�

メンテナンス�

こて先について�

こて先のメンテナンス�

注　意�
酸化物を取るためにやすりがけしないでください。�

1.温度を250℃に設定します。�
2.温度が安定したらクリーニングスポンジ　   
　でこて先をぬぐい、こて先を点検します。�
3.はんだメッキ部に黒い酸化物が付着して
　いる場合は､新しいフラックス含有のはん
　だを送りクリーニングスポンジで拭き取り
　ます。酸化物が完全にとれるまで繰り返し
　てください。その後、新しいはんだで覆っ
　てください。�
4.こて先が変形していたり消耗が激しい場
　合は交換してください。�

高い温度でのご使用は、こて先の劣化を早
めます｡こて先温度は低めにしてお使いください｡�
�

はんだ付けの前には、クリーニングスポンジ
でこて先の酸化物や、古いはんだをぬぐい取
ってください｡はんだ付け部に不純物が入り
ますとはんだ付け不良の原因になります｡また、
こて先の熱伝導が悪くなるためこて先温度
を上げることになり､こて先と基板を傷める
ことになります。�
�

ハッコー950を高い温度に設定したまま長
時間放置しないでください。こて先のはんだ
メッキが酸化物で覆われ､熱伝導が悪くなり
ます。�
�

作業が終わりましたら､こて先をきれいにぬ
ぐってから新しいはんだで先端を覆ってくだ
さい｡こて先の酸化を防ぎます。�

こて先温度�

クリーニング�

中断�

終了後�

注　意�
こて先を交換する前に、必ず電源を切ってください。�

1.ニップルを左に回してゆるめます。ニッ　         
　プルは、はずす必要がありません。�
2.こて先が熱い場合は、耐熱パッドでこて　
　先のパイプをつかんで、取りはずしてくだ
　さい。�
3.新しいこて先を止まるところまで押し込み、
　もう一方のこて先と平行になるように取
　り付けます。�
4.ニップルをしっかりと締め、こて先を固定      
　します。�

チップアライメントツール
を使用するとこて先の位
置ぎめが正確にできます。
（ＳＯＰこて先専用）�

注　意�

こて先は高温となっています。やけどの原因とな
りますので、正しい手順で交換を行ってください。
耐熱パッドで熱いこて先を長時間つかまないでく
ださい。�

こて先温度は、形状によって長さや重量が異
なるため、標準のこて先とは温度差があります。
こて先温度計により調整します。（ステーシ
ョンの取扱説明書を参照。）校正の他に温度
調節ツマミをずらす調節法と室温を校正す
る調節法があります。�

1 ダイヤル式ステーション�
例 設定温度を400℃にしてＳＯＰ25Ｌの
こて先を使用する場合、Ｃｈｉｐ2Ｌのこて
先との温度差は－5℃です。温度を405
℃に合わせてください。�

2 デジタル式ステーション�
下記の表を参照して、室温を校正してくださ
い。詳細はステーションの取扱説明書をご
覧ください。�

品　番�

ダイヤル式ステーション�デジタル式ステーション�

＋4℃�0A1379（1L）�チップ用�
＋4℃�－�A1378（2L）�
＋4℃�0A1380（8L）�

SOP用�

＋4℃�0A1381（10L）�
＋4℃�0A1382（13L）�
0－5℃�A1383（18L）�
0－5℃�A1384（20L）�
0－5℃�A1385（25L）�

Ｃhip 2Ｌとの温度差� 補正値�

注　意�
ハッコー950専用こて先以外使用し
ないでください。�



使用方法�
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1.電源スイッチをＯＮにし、温度を400℃に　
設定します。接続コードを様々な角度からコ
ードブッシュの部分も含めねじったり曲げる
等します｡通電ランプが点滅する場合、コード
を交換してください。�

2.プラグのピンとグリップＢ内のターミナル
　リード線の間の抵抗値を測定します。�
　ピン1-赤　ピン2-青　ピン3-緑�
　ピン4-白　ピン5-黒�
　抵抗値：0Ω�
　0Ω以上または∞の場合､接続コードを交
　換してください。�

2 接続コード切れ�

3 こて先アース間抵抗の�
　調べ方�

接続コードを調べるには2通りの方法があります。�

注　意�

接続コードが正常でも、400℃に達すると点滅しま
す。�

ｃの値（ピン3-こて先間）をテスターで測定し、
Ｐ.8の表の値を越える場合は､下図の◯印を
サンドペーパーかスチールウールで軽くこす
り酸化物を取り除いてください。�

1 温度設定�

作業内容に応じて温度を設定してください。�

注　意�

故障の原因となりますので、絶対に400℃以

上に設定しないでください。�

2 はんだを足すか�
　フラックスを塗布する�
基板上のはんだが不足しているか狭いとこ
ろをはんだ付けする場合、基板にはんだを
足すかフラックスを塗布すると、はんだがな
じみやすくなります。�

3 はんだを溶かす�
はんだ付けするところにこて先を当て、はん
だを溶かします。（図Ａを参照）�

4 部品をはずす�

はんだが完全に溶けたことを確認後、ツイー
ザーを軽く握り、部品をはさんで持ち上げ、
はずします。（図Ｂを参照）�

注　意�

こて先温度が高すぎるとパターンの剥離や基板を破
損する恐れがあります。通常300℃位で使用しワーク
条件に応じてこて先温度を上げるようおすすめします。
また、こて先温度を低めに設定することにより、ヒート
ダメージに弱い部品を守り、こて先の劣化を防ぐこと
ができます。�

注　意�

（ハッコー937はんだ付けステーションを使用する
場合）�

ハッコー937のヒーターエラー機能は、グリ
ップＢのヒーターが切れた場合に作動します。�
グリップＡのヒーターには、こて先温度を感
知するセンサーがないため、この機能は作動
しません。�

（図Ｂ）�

（図Ａ）�



ヒーター切れ、接続コード断線、�
　　　　こて先アース間抵抗の調べ方�

ａ.ピン4-5間（ヒーター）� 2.5～4.5Ω（常温時）�

ｂ.ピン1-2間（センサー）� 43～58Ω（常温時）�

ｃ.ピン3-こて先� 2Ω以下�

87

トラブル発生時に�

詳細はステーションの取扱説明書をご覧ください。�

電源プラグは必ず抜いてください。感電の恐れがあります。�

接続コードのプラグをはずし、プラグのピン
間の抵抗値を測定してください。�

3

4

5

2

1

S S H1 H2

H1 H2 シロ�

クロ�アカ�

アオ�

警　告　：�

※ヒーターは常温時に測定してくだい。�
　1.ヒーター抵抗値(赤）2.5～4.5Ω�
　2.センサー抵抗値(青）43～58Ω�
　抵抗値が異常な場合は､ヒーターを交換
　してください。�
　(交換方法は交換部品付属の説明書を参
　照）�

●こて先が熱くならない。� 点検：接続コードは断線していませんか。�
　　 ヒーターは切れていませんか。�
対処：「ヒーター切れ、接続コード断線、こて�
　　 先アース間抵抗の調べ方」をご覧くだ�
 　　さい。�

点検：接続コードは断線していませんか。�
　　 ヒーターは切れていませんか。�
対処：「ヒーター切れ、接続コード断線、こて�
　　 先アース間抵抗の調べ方」をご覧くだ�
　　 さい。�

点検：こて先の設定温度が高すぎませんか。�
対処：適正温度に設定する。�
点検：こて先に酸化物が付着していませんか。�
対処：酸化物を取り除く。�
　　（「こて先について」を参照）�

点検：こて先に酸化物が付着していませんか。�
対処：酸化物を取り除く。�
　　（「こて先について」を参照）�
点検：温度校正はあっていますか。�
対処：正しく校正する。�

点検：こて先がヒーターに焼きついていませ�
　　 んか。また、こて先劣化によって膨張し�
　　 ていませんか。�
対処：こて先とヒーターを交換する。�

点検：温度校正はあっていますか。�
対処：正しく校正する。�

●こて先が熱くなったり、�
　ならなかったりする。�

●こて先にはんだがのらない。�

●こて先の温度が低すぎる。�

●こて先がはずれない。�

●希望の設定温度がでない。�

1 ヒーター切れ�

ハッコー950を分解します。（Ｐ.11、12を参照）�

ａ，ｂの値が表の値と異なる場合は、ヒーター（セ
ンサー）か接続コードを交換してください。�

注　意�

グリップＡとＢのヒーター抵抗値を測定してくださ
い。どちらか一方でもヒーターが切れていれば両
方のヒーターを交換してください。�

1.ニップルを左に回し、ゆるめます。�
2.こて先を取りはずします。�
3.ねじと支柱ピンをはずし、グリップＡとＢ　
を離します。�

注　意�

グリップＡとＢの間のテンションスプリングはなく
さないようにご注意ください。�

4.グリップＡ、Ｂそれぞれのタッピンねじを　
はずしグリップカバーを取りはずします。�
5.基板とヒーターを取り出します。�

ヒーター（赤）�

センサー（青）�



ヒーター切れ、接続コード断線、�
　　　　こて先アース間抵抗の調べ方�

ａ.ピン4-5間（ヒーター）� 2.5～4.5Ω（常温時）�

ｂ.ピン1-2間（センサー）� 43～58Ω（常温時）�

ｃ.ピン3-こて先� 2Ω以下�

87

トラブル発生時に�

詳細はステーションの取扱説明書をご覧ください。�

電源プラグは必ず抜いてください。感電の恐れがあります。�

接続コードのプラグをはずし、プラグのピン
間の抵抗値を測定してください。�

3

4

5

2

1

S S H1 H2

H1 H2 シロ�

クロ�アカ�

アオ�

警　告　：�

※ヒーターは常温時に測定してくだい。�
　1.ヒーター抵抗値(赤）2.5～4.5Ω�
　2.センサー抵抗値(青）43～58Ω�
　抵抗値が異常な場合は､ヒーターを交換
　してください。�
　(交換方法は交換部品付属の説明書を参
　照）�

●こて先が熱くならない。� 点検：接続コードは断線していませんか。�
　　 ヒーターは切れていませんか。�
対処：「ヒーター切れ、接続コード断線、こて�
　　 先アース間抵抗の調べ方」をご覧くだ�
 　　さい。�

点検：接続コードは断線していませんか。�
　　 ヒーターは切れていませんか。�
対処：「ヒーター切れ、接続コード断線、こて�
　　 先アース間抵抗の調べ方」をご覧くだ�
　　 さい。�

点検：こて先の設定温度が高すぎませんか。�
対処：適正温度に設定する。�
点検：こて先に酸化物が付着していませんか。�
対処：酸化物を取り除く。�
　　（「こて先について」を参照）�

点検：こて先に酸化物が付着していませんか。�
対処：酸化物を取り除く。�
　　（「こて先について」を参照）�
点検：温度校正はあっていますか。�
対処：正しく校正する。�

点検：こて先がヒーターに焼きついていませ�
　　 んか。また、こて先劣化によって膨張し�
　　 ていませんか。�
対処：こて先とヒーターを交換する。�

点検：温度校正はあっていますか。�
対処：正しく校正する。�

●こて先が熱くなったり、�
　ならなかったりする。�

●こて先にはんだがのらない。�

●こて先の温度が低すぎる。�

●こて先がはずれない。�

●希望の設定温度がでない。�

1 ヒーター切れ�

ハッコー950を分解します。（Ｐ.11、12を参照）�

ａ，ｂの値が表の値と異なる場合は、ヒーター（セ
ンサー）か接続コードを交換してください。�

注　意�

グリップＡとＢのヒーター抵抗値を測定してくださ
い。どちらか一方でもヒーターが切れていれば両
方のヒーターを交換してください。�

1.ニップルを左に回し、ゆるめます。�
2.こて先を取りはずします。�
3.ねじと支柱ピンをはずし、グリップＡとＢ　
を離します。�

注　意�

グリップＡとＢの間のテンションスプリングはなく
さないようにご注意ください。�

4.グリップＡ、Ｂそれぞれのタッピンねじを　
はずしグリップカバーを取りはずします。�
5.基板とヒーターを取り出します。�

ヒーター（赤）�

センサー（青）�



使用方法�
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1.電源スイッチをＯＮにし、温度を400℃に　
設定します。接続コードを様々な角度からコ
ードブッシュの部分も含めねじったり曲げる
等します｡通電ランプが点滅する場合、コード
を交換してください。�

2.プラグのピンとグリップＢ内のターミナル
　リード線の間の抵抗値を測定します。�
　ピン1-赤　ピン2-青　ピン3-緑�
　ピン4-白　ピン5-黒�
　抵抗値：0Ω�
　0Ω以上または∞の場合､接続コードを交
　換してください。�

2 接続コード切れ�

3 こて先アース間抵抗の�
　調べ方�

接続コードを調べるには2通りの方法があります。�

注　意�

接続コードが正常でも、400℃に達すると点滅しま
す。�

ｃの値（ピン3-こて先間）をテスターで測定し、
Ｐ.8の表の値を越える場合は､下図の◯印を
サンドペーパーかスチールウールで軽くこす
り酸化物を取り除いてください。�

1 温度設定�

作業内容に応じて温度を設定してください。�

注　意�

故障の原因となりますので、絶対に400℃以

上に設定しないでください。�

2 はんだを足すか�
　フラックスを塗布する�
基板上のはんだが不足しているか狭いとこ
ろをはんだ付けする場合、基板にはんだを
足すかフラックスを塗布すると、はんだがな
じみやすくなります。�

3 はんだを溶かす�
はんだ付けするところにこて先を当て、はん
だを溶かします。（図Ａを参照）�

4 部品をはずす�

はんだが完全に溶けたことを確認後、ツイー
ザーを軽く握り、部品をはさんで持ち上げ、
はずします。（図Ｂを参照）�

注　意�

こて先温度が高すぎるとパターンの剥離や基板を破
損する恐れがあります。通常300℃位で使用しワーク
条件に応じてこて先温度を上げるようおすすめします。
また、こて先温度を低めに設定することにより、ヒート
ダメージに弱い部品を守り、こて先の劣化を防ぐこと
ができます。�

注　意�

（ハッコー937はんだ付けステーションを使用する
場合）�

ハッコー937のヒーターエラー機能は、グリ
ップＢのヒーターが切れた場合に作動します。�
グリップＡのヒーターには、こて先温度を感
知するセンサーがないため、この機能は作動
しません。�

（図Ｂ）�

（図Ａ）�



こて先の交換方法/こて先の種類�
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こて先の交換方法�

こて先の種類（Ｐ.13を参照）�

メンテナンス�

こて先について�

こて先のメンテナンス�

注　意�
酸化物を取るためにやすりがけしないでください。�

1.温度を250℃に設定します。�
2.温度が安定したらクリーニングスポンジ　   
　でこて先をぬぐい、こて先を点検します。�
3.はんだメッキ部に黒い酸化物が付着して
　いる場合は､新しいフラックス含有のはん
　だを送りクリーニングスポンジで拭き取り
　ます。酸化物が完全にとれるまで繰り返し
　てください。その後、新しいはんだで覆っ
　てください。�
4.こて先が変形していたり消耗が激しい場
　合は交換してください。�

高い温度でのご使用は、こて先の劣化を早
めます｡こて先温度は低めにしてお使いください｡�
�

はんだ付けの前には、クリーニングスポンジ
でこて先の酸化物や、古いはんだをぬぐい取
ってください｡はんだ付け部に不純物が入り
ますとはんだ付け不良の原因になります｡また、
こて先の熱伝導が悪くなるためこて先温度
を上げることになり､こて先と基板を傷める
ことになります。�
�

ハッコー950を高い温度に設定したまま長
時間放置しないでください。こて先のはんだ
メッキが酸化物で覆われ､熱伝導が悪くなり
ます。�
�

作業が終わりましたら､こて先をきれいにぬ
ぐってから新しいはんだで先端を覆ってくだ
さい｡こて先の酸化を防ぎます。�

こて先温度�

クリーニング�

中断�

終了後�

注　意�
こて先を交換する前に、必ず電源を切ってください。�

1.ニップルを左に回してゆるめます。ニッ　         
　プルは、はずす必要がありません。�
2.こて先が熱い場合は、耐熱パッドでこて　
　先のパイプをつかんで、取りはずしてくだ
　さい。�
3.新しいこて先を止まるところまで押し込み、
　もう一方のこて先と平行になるように取
　り付けます。�
4.ニップルをしっかりと締め、こて先を固定      
　します。�

チップアライメントツール
を使用するとこて先の位
置ぎめが正確にできます。
（ＳＯＰこて先専用）�

注　意�

こて先は高温となっています。やけどの原因とな
りますので、正しい手順で交換を行ってください。
耐熱パッドで熱いこて先を長時間つかまないでく
ださい。�

こて先温度は、形状によって長さや重量が異
なるため、標準のこて先とは温度差があります。
こて先温度計により調整します。（ステーシ
ョンの取扱説明書を参照。）校正の他に温度
調節ツマミをずらす調節法と室温を校正す
る調節法があります。�

1 ダイヤル式ステーション�
例 設定温度を400℃にしてＳＯＰ25Ｌの
こて先を使用する場合、Ｃｈｉｐ2Ｌのこて
先との温度差は－5℃です。温度を405
℃に合わせてください。�

2 デジタル式ステーション�
下記の表を参照して、室温を校正してくださ
い。詳細はステーションの取扱説明書をご
覧ください。�

品　番�

ダイヤル式ステーション�デジタル式ステーション�

＋4℃�0A1379（1L）�チップ用�
＋4℃�－�A1378（2L）�
＋4℃�0A1380（8L）�

SOP用�

＋4℃�0A1381（10L）�
＋4℃�0A1382（13L）�
0－5℃�A1383（18L）�
0－5℃�A1384（20L）�
0－5℃�A1385（25L）�

Ｃhip 2Ｌとの温度差� 補正値�

注　意�
ハッコー950専用こて先以外使用し
ないでください。�



部品リスト（ツイーザー/こて台）�
※取り付けねじは下記の部品表とは別に注文してください。�

4

1

1

2

2

3

3

4

12

6

7

8

9

11

15

16

13

14
5

10

12

六角ナット
M 3 (1ヶ)�
�

なべねじ�
(M3X14)1ヶ�
スプリングワッシャ�
(M3)1ヶ�

タッピンねじ�
(M3X8)2ヶ�

1211

番号� 品番� 部品名� 仕様�

1 � こて先� Ｐ.13参照�

2 A1377 ヒーター� 24Ｖ-50Ｗ（25Ｗ×2本）�

3 B2289 ニップル� �

4 B2290 ターミナル� �

5 B2295 テンションスプリング� �

6 B2292 グリップＡ� �

7 B2294 グリップＢ� �

8 B2291 グリップカバーＡ� �

9 B2293 グリップカバーＢ� �

10 B2296 支柱ピン� �

11 B2297 接続コード� �

12 B2032 アーススプリング� �

13 C1313 こて台� クリーニングスポンジ付�

14 A1386 クリーニングスポンジ� �

15 B2300 耐熱パッド� �

16 B2301 チップアライメントツール��

11
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安全及び取扱い上のご注意�

警　告�

警　告�

注　意�

この説明書では､注意事項を下記のように｢警告｣｢注意｣の2つに区分して表示しています｡�
内容をよく理解されてから本文をお読みください。�

：誤った取扱いをすると､人が死亡または重傷を負う可能性が想定�
　される内容を示しています。�
：誤った取扱いをすると､人が傷害を負う可能性が想定される内容�
　および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。�

●安全のため以下の注意事項を必ず守ってください。�

●本書に記述されていない用途で使用しない。�
●初めてお使いになる前に必ずこて先温度を校正する。�
●絶対に400℃以上に設定しない。�
●はんだかすを取るために､こてを作業台に打ちつけるなど強い衝撃を　
与えない。�
●本品を改造しない。�
●交換部品には､純正部品を使用する。�
●水につけたりぬれた手で使用しない。�
●はんだ付けする際､煙が発生しますので､よく換気をする。�
●コードの抜き差しはプラグを持って行う。�
●その他危険と思われる行為は行わないでください。�

●事故や故障につながりますので､以下の注意事項を必ず守ってください。�

電源を入れると､こて先温度は200～400˚Cの高温に達します。�
取扱いを誤ると､やけど･火災の恐れがありますので､以下の注意�
事項を必ず守ってください。�

●こて先周辺の金属部分に触れない。�
●燃えやすいものの近くで使用しない。�
●周囲の人に｢高温につき危険である｣ことを知らせる。�
●使用を中断･終了する時や､その場を離れる時は電源を切る。�
●部品交換時や収納時は必ず電源を切り､十分に冷えたことを確認する。�

注　意�

部品リスト（こて先）�

� Ａの寸法� 形状�品番�
チップ用� 1mm

2mm

8mm
10mm
13mm
18mm
20mm
25mm

A1379
品名�

こて先/ＣＨＩＰ  1Ｌ型�
こて先/ＣＨＩＰ  2Ｌ型�

こて先/SOＰ   8Ｌ型�
こて先/SOＰ 10Ｌ型�
こて先/SOＰ 13Ｌ型�
こて先/SOＰ 18Ｌ型�
こて先/SOＰ 20Ｌ型�
こて先/SOＰ 25Ｌ型�

SOP用�

A1378

A1380
A1381
A1382
A1383
A1384
A1385

A

A



対応機種�

セット内容�
まず最初にセット内容をご確認ください。�

仕　様�

※仕様及び外観は改良のため、予告なく変更することがありますがご了承ください。�
1 14

…………………………1�
…………………………1�
…………………………1�

…………1�
…………………………1

ハッコー950は、下記のステーションと組み合わせてお使いください。�
ハッコー700、701、926、927、928、936、937

消費電力�

品名� ハッコー950
品番� Ｃ1310

ＡＣ24Ｖ 50Ｗ�
200～400℃�制御温度�
2Ω以下�こて先アース間抵抗�
2ｍＶ以下（代表値：0.6ｍＶ）�漏れ電圧�
セラミックヒーター�ヒーター�
1.2ｍ�コード長さ�
186ｍｍ�全長（コードを除く）�
93ｇ�重量（コードを除く）�

配線図�

ツイーザー�

注意シール� 耐熱パッド�

チップアライメントツール�

ツイーザー�
注意シール�
耐熱パッド�
チップアライメントツール�
取扱説明書�



目　次�

®

●ハッコー950は、単品ではご使用できませんので、ハッコーのステー
　ションと組み合わせてお使いください。詳細は、各ステーションの取
　扱説明書をご覧ください。�
●本品を初めてお使いになる前に必ずこて先を校正してください。�
●絶対に400℃以上に設定しないでください。�

ＳＭＤホットツイーザー�

取扱説明書�
このたびはハッコー950をお買いあげいただき�

まことにありがとうございます。�
お使いになる前に必ず本書をお読みください。�

また、お読みになった後も、後日お役に立ちますので�
大切に保管しておいてください。�

注　意�
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